
子
ど
も
議
会

中
学
生
な
ら
で
は
の
鋭
い
視
点
で
、
ズ
バ
ッ
と
切
り
込
む

ふ
る
さ
と
発
展
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
た「
平
戸
市
子
ど
も
議
会
」

大
人
顔
負
け
の
一
般
質
問
が
、
市
議
会
議
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

    

学
校
教
育
課
指
導
班　

☎
内
線
2
６
１
５

中
学
生
の
思
い
が
市
政
を
動
か
す

質
問
の
内
容
は「
イ
ノ
シ
シ
対
策

に
つ
い
て
」や「
平
戸
市
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
」「
統

廃
合
後
の
堤
小
学
校
・
中
津
良

小
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
」な
ど
、

大
人
顔
負
け
の
鋭
い
も
の
ば
か
り

で
、
会
場
は
本
当
の
議
会
さ
な
が

ら
の
緊
張
感
が
張
り
詰
め
て
い
ま

し
た
。

　
「
子
ど
も
議
員
」た
ち
は
、
初
め

て
の
議
場
で
当
初
は
非
常
に
緊
張

し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
自
分
の

質
疑
の
番
に
な
る
と
堂
々
と
演
壇

に
登
壇
。
自
身
の
ふ
る
さ
と「
平

戸
」の
発
展
への
思
い
を
熱
く
語
り

ま
し
た
。
質
問
後
は
再
質
問
も
行

い
、
さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
の
質

問
を
市
側
に
投
げ
か
け
、
こ
れ
に

対
し
、
市
側
も
真
摯
に
受
け
答
え

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
の
合
間
の
昼
休
憩

に
開
か
れ
た
昼
食
会
で
は
、
議
長
、

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
と
食

卓
を
囲
み
、
学
校
生
活
の
こ
と
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
こ
と
な
ど
を
談

笑
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た「
子
ど
も
議
員
」は

「
今
回
、
議
会
を
通
し
て
平
戸
市

を
良
く
す
る
た
め
に
意
見
交
換
し
、

平
戸
市
に
つ
い
て
も
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
て
、
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
」「
こ
の
体
験
を
生
か
し
、

私
も
中
学
校
を
今
よ
り
楽
し
く
で

き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」な
ど
と
、

こ
の
貴
重
な
経
験
の
感
想
を
話
し

ま
し
た
。

　
市
は
、
今
回「
子
ど
も
議
員
」

か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
提
言
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今
後
の

市
政
の
発
展
の
た
め
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
は
い
、
議
長
、
１
番
」と
声
高

ら
か
に
挙
手
し
、
鋭
い
質
問
を
市

側
に
投
げ
か
け
ま
す
。

　
８
月
25
日
、
市
役
所
４
階「
市

議
会
議
場
」に
お
い
て
、
市
内
９

校
の
中
学
校
を
代
表
し
て
集
ま
っ

た
18
人
の
生
徒
た
ち
が
、
教
育
長

か
ら「
１
日
議
員
」に
任
命
さ
れ
、

平
成
29
年
度「
平
戸
市
子
ど
も
議

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
称
は「
子
ど
も
議
会
」で
す
が
、
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手を上げ再質問する子ども議員市側も全理事者がそろい、本議会さながらの様子答弁する市長。子ども議員の質問に真摯に答える

演壇に立ち質問する子ども議員
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再質問で、さらに厳しい質問を投げかける

参加した中学生と教育長に「子ども議会」について話を聞きました

問

　貴重な体験を終え、緊張感から開放され和やかな顔で集合写真に写る子ども議員たち

　子ども議員の皆さんの質問は、身近な学校の問題か
ら、産業、福祉医療、生活環境、定住にいたるまで、
中学生の鋭い視点からの質問であり、本市にとって重
要な問題ばかりでありました。さすがに各学校の代表と
して選ばれた逸材ぞろいだと感じました。皆さんが投げ
かけた質問は、必ずやこれからの市政施策の参考にな
ると思います。
　いつの日かこの中から、議員また市長としてこの議
場に立っている人が現れることも期待したいものです。

小川　茂敏
平戸市教育長

　議場は独特な雰囲気で「ここで平戸市のことが話し合
われているんだな」ということを肌で感じることができま
した。議会では、他の中学生の意見も聞き、平戸に対
する熱い思いが伝わってきました。市からの答弁も詳し
くていねいで、市長や議員の皆さんが常に平戸のこと
を考えていることがよく分かりました。
　昼食会で、市長や副市長・議長・教育長の皆さん
が、私たちの将来について語ってくださり、次に平戸を
支えていくのは自分たちなんだと少し実感が湧きました。

大石　佳奈　さん
３年
南部中学校

interview
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